
発

行
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会
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中
学
校

文

責
五
十
嵐

正
彦

１
８(

日)

（
校
長
）

○
ふ
く
し
ま
駅
伝

２
１(

水)

・
２
２(

木)

○
期
末
テ
ス
ト

２
７(

火)

○
３
年
実
力
テ
ス
ト

２
９(

木)

○
読
書
計
算
コ
ン
ク
ー
ル

去
る
十
月
十
九
日(

金)
Ｊ
Ｒ
Ｃ

高
の
賞
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
校
公
開
を
無
事
行
う
こ
と
が
で

こ
の
二
年
間
の
取
り
組
み
で
生

き
ま
し
た
。
当
日
は
県
内
各
地
よ

徒
た
ち
は
大
き
く
成
長
し
ま
し

り
約
２
５
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま

た
。
今
後
も
、
気
づ
き
・
考
え
・

４(

月)

し
た
。
大
勢
の
方
々
の
前
で
し
た

実
行
で
き
る
生
徒
の
育
成
に
向
け

○
小
中
合
同
避
難
訓
練

が
、
生
徒
た
ち
は
堂
々
と
、
こ
れ

て
、
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い

６(

木)

ま
で
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
、

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

○
２
年
ア
ン
ト
レ
学
習

参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
「
本
当
に

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

１
３(

木)

素
晴
ら
し
い
発
表
だ
っ
た
」
と
最

た
し
ま
す
。

○
全
校
レ
ク
大
会

１
５(

土)

○
子
ど
も
の
主
張
大
会

１
７(

月)

○
人
権
教
室

１
８(

火)

○
応
急
処
置
講
習

２
１(

金)

○
第
二
学
期
終
業
式

Ｊ
Ｒ
Ｃ
公
開
か
ら
わ
ず
か
二
週

２
２(

土)

～
１
／
７(

月)

間
。
こ
の
短
期
間
の
中
で
、
す
べ

○
冬
季
休
業

て
を
や
り
き
り
、
最
高
の
光
桐
祭

を
創
り
上
げ
た
西
中
生
。
十
一
月

三
日
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
日
に

な
り
ま
し
た
。
各
学
級
の
熱
い
思

い
の
こ
も
っ
た
合
唱
、
各
学
年
の

工
夫
を
凝
ら
し
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
企

画
、
実
行
委
員
ス
タ
ッ
フ
の
素
晴

ら
し
い
進
行
と
連
携
・
・
・
ど
れ

も
こ
れ
も
、
生
徒
一
人
一
人
が
主

体
的
に
取
り
組
み
、
自
分
た
ち
の

力
で
完
成
さ
せ
た
も
の
で
す
。
大

成
功
お
め
で
と
う
。
そ
し
て
、
感

四
日(

日)

好
天
の
も
と
開

動
を
あ
り
が
と
う
。

催
し
ま
し
た
。
中
学
生
も
２

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
模
擬
店

０
名
あ
ま
り
が
参
加
し
、
何

等
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

と
優
勝
・
準
優
勝
と
い
う
素

た
。
お
い
し
い
思
い
出
も
た
く
さ

晴
ら
し
い
結
果
で
し
た
。
ゲ

ん
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
皆
様
に

ざ
い
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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